んな物 だか、 少しも 考 へて はゐ なかった の だら う。 

こんな 事 を 言って ゐる 間、 この 動物の 持主た るドィ 

ッ人は 高慢な、 得意な 態度で、 我々 一 行 を 見て 居た。 

イワンが 己に 言 つた。 「持主が * 張って ゐ るの は 無 

理 もない ね、 兎に角 ロシアで 鰐 を 持って ゐる人 は、 目 

下 この 人の 外ない の だから ご こんな 余計な 事 を 言つ 

たの も、 好い 機嫌で ゐ たから だら う。 なぜと 云 ふに、 

イワン は 不断 人 を嫉む 男で、 めったに こんな 事 を 言 ふ 

害 はない からで ある。 

「もし。 あなたの 鰐 は 生きて はゐ ない のでせ うご 細 

君が ドイツ人に 向って、 愛敬のある 微笑 を 顔に 見せて、 



いびき 

り 鼾 を かく やうな 声で ある。 

「こら。 おこる のぢ やない ぞ。 カルル や ご ドイツ人 

は それ 見た かと 云 ふ 風で、 鰐に 愛想 を 言った ので ある。 

細君 は 前より 一 層 人に 媚びる やうな 調子で 云った。 

「まあ、 厭な 獣 だ こと。 動き 出した ので、 わたし ほんと 

にび つくりし ました わ。 きっと わたし 夢に 見て よご 

「大丈夫です。 食 ひ 付き はしません ご ドイツ人 は 細 

君に 世辞 を 言 ふ 気味で、 かう 云った。 そして 我々 一行 

ことば 

は 少しも 笑 はない に、 自分で 自分の 詞を 面白がって 

笑った。 

細君 は 特別に 己の 方に 向いて 云った。 「セミ ヨン. 



一し よに なって 笑って 好い か、 それとも 真面目で ゐる 

が 好い か 分からなかった。 そしてとう/ \ 不機嫌に な 

つた。 

丁度 ドイツ人が 不機嫌に なった のに 気の 付いた と 同 

時に、 突然 恐ろしい、 殆ど 不自然 だと も 云 ふべき 叫 声 

が 小屋の 空気 を 震動 させた。 何事 だか 分からずに、 己 

は 固くなって 立ち 留 つた。 そのうち 細君 も 一し よに 叫 

び 出した ので、 己 は 振り返って 見た。 なんと 云 ふ 事 だ 

らう。 気の毒な イワンが 鱷の 恐ろしい 口で 体の 真ん中 

を横銜 へに せられて ゐ るので ある。 水平に 空中に 横 は 

つて、 イワン は 一 しょう 懸命 手足 を 動かして ゐ たが、 



ひま 

しぐ づ くして ゐる隙 はない。 鱷 はもう 元気 を 快復し 

たと 見えて、 又 呑む 運動 をした。 そして イワンの 頭 は 

永久に 見え なくなった。 

生きた 人間の 頭が、 その 時 突然 現 はれて 又 隠れた の 

は^ 何にも 恐ろしかった、 がそれ が 又 同時に 非常に 可 

笑し かった。 事が 意表に 出た 為め か、 それとも その 出 

没の 迅速であった 為め か、 それとも 目 金が 鼻から 落ち 

た 為め か、 兎に角 非常に 可笑しかった。 己 は 大声で 笑 

つた。 無論 己 も 直に 気が付いた。 どうも 一家の 友人の 

資格と して、 この 際 笑 ふの は 穏当で ない に 相違ない。 

そこで 早速 細君の 方に 向って、 なるべく 同情の ある 調 



子で 云った。 「イワン 君 は 兎に角 これでお 暇 乞です 

ね ご 

この 出来事の 間、 細君が どれ だけ 興奮して ゐ たと 云 

ふ 事 を 話したい が、 恨む らく は それ を 詳細に 言 ひ 現 は 

す 程の 伎倆 を 己が 持って ゐ ない。 兎に角 細君 は、 最初 

一声 叫んで、 それから は 全身が 痲痺した やうに なって、 

ちっとも 動かずに ゐて、 この 出来事 を、 傍観して ゐた。 

余所目に は 冷淡に 見て ゐ るかと 思 はれる 様子であった 

が、 唯 目 だけ 大きく 見開いて、 目玉 も 少し 飛び出して 

ゐ た やう であった。 と う/^ 御 亭主 の 頭が 一 一 度 目に 現 

はれて、 次いで 永久に 隠れて しまった 時、 細君 は 我に 



いつまでも 繰り返して ゐる 所へ、 あんな 人間が 這 入つ 

て 来よう ものなら、 どんな 間違 ひが 起る かも 知れない。 

き い-つ 

己の かう 思った のが 決して 杞憂で ない と 云 ふ 事が 間 も 

なく 証明 せられた。 突然 この 室と 帳場と を 隔て、 ゐる 

幕 を 横へ 引き 開けて、 その 戸口に、 髯 男が 一人、 手に 

役人の 被る 帽子 を 持って 現 はれた。 この 男 は 室内に 這 

入って は 来ない。 足 は 敷居より 外 を 踏んで ゐて、 上半 

身 を 前へ 屈めて 顔 を 出して ゐる。 多分 入場料が 払 ひた 

くないので、 室内に 踏み込んで、 見せ物の 持主に 金 を 

取られない やうに 用心して ゐ るの だら う。 この 髯 男の 

顔 を 出した 時、 己 は 実に ぎょっとした。 



が 好いで せう。 一体 わたしの 鱷 をなん と 思って ゐ るの 

です。 わたしの 父 も鱷を 見せ物に した。 祖父 も 鱷を見 

せ 物にした。 息子 も鱷を 見せ物に する でせ う。 わたし 

は 生きて ゐる 間鱷を 見せ物に する 事 を 廃め ようと は 思 

ひません。 わたし 共 は鱷を 見せ物に する のが 代々 の 商 

売です。 わたしの 名 は ョォロ ツバ 中に 知らない 者 はな 

い。 あなたなん ぞを、 ョォロ ツバで 誰が 知って ゐ ます 

か。 さう 云 ふわけ ですから あなた はわた しに 罰金 を 出 

さなくて はなり ません。 分かりました かご 

憎らしい 目附 をした 上さん が 尻 馬に 乗って 云った。 

「さう だよ/ \。 可哀ぃ カルルが はじければ、 この 奥 



「おい。 そんな 事 をして は 困る よご イワン は 急に か 

う 云った。 イワン は 余程 前から 妻が 上役に 様子 を 売つ 

てゐ るの を 気に掛けて ゐる。 エレナ 奴、 泣く 時の 顔が 

好く 見える の を 承知して ゐて、 その 泣 顔 を あの 男に 見 

せて 遣らう と 思って ゐ るのに 違 ひない。 けしからん 事 

だと、 イワン は考 へたので ある。 それから 己に 言った。 

「それから 君 も だが ね。 セミ ヨン 君。 君 も 上役の 所へ 

行く 事 は 廃し 給へ。 どんな 事になる か 知れない からね。 

それよりか 君の 個人の 資格で、 あの チモフェイ. セミ 

ニッチ ュの 所へ け ふの 内に 行って くれ 給へ。 あれ は 古 

風で 少し 痴鈍な ところの ある 男 だが、 その代り 真面目 



て くれ 給へ ご 

己 はこの 場 を 立ち去る 事の 出来る のが、 心の 内で 嬉 

しかった。 第一 余り 長く 立って ゐ たので 足が 草 臥て 来 

る。 それに 対話 も 次第に 退屈に 感ぜられて 来たので あ 

る。 そこで 早速 エレナに 会釈 をして 肘 を 貸して、 見せ 

物 部屋 を 出た。 エレナ は 興奮して ゐ るので、 いつもよ 

り 美しく 見えた。 

1 つし ろ 

背後から ドイツ人が 声を掛けた。 「晚 にお 出な さる 

時 も、 見料 は 二十 五コぺ エケ ンぉ 持ちなさい よご 

「まあ、 なんと 云 ふ 慾 張 根性の 強い 事で せう ご エレナ 

はかう 云って 溜息 を衝 きながら、 新道の 見せ 窓に ある 



「それ は なぜで せう。 中々 容易に 想像の 出来ない、 非 

常な 事 かと 思 ふので すが ご 

「それ は あなたの 云 はれる 通り かも 知れません。 併し 

あの イワンと 云 ふ 男 は 役 をして ゐる 間中 見て ゐ ますと 

どうも こんな 末路に 陥り はしない かと 懸念せられ たの 

です よ。 兎角 物事に 熱中す る 癖が あって、 どうかす る 

と 人 を 凌駕す る やうな ところ もあった のです。 一 一言 目 

に は 進歩と 云 ふ 事 を 言 ふ。 それから 種々 な 主義 を唱へ 

るので すな。 あんな 風な 思想 を 持って ゐ ると どうなる 

かと 云 ふ 事が、 これで 分かる やうな ものです ご 

「どうも さう 仰 や つても、 ， J の 度の 事件 は 実際 非常な 



出来事で すから、 それ を 進歩主義 者の 末路が 好くない 

と 云 ふ 証拠に する わけに は 行かない やうに 思 ふので す 

vr O _ 

力 」 

「ところが さう でないで すよ。 まあ、 わたしの 言 ふ 事 

をお 聞きなさい。 一 体 かう 云 ふ 事 は 余り 高等な 教育 を 

受けた 結果です。 それに 違 ひありません。 兎角 余リ高 

等な 教育 を 受ける と 余計な 所へ 顔 を 出した くなる。 出 

さないでも 好い 所へ 出す です ね。 まあ、 そんな 事 は あ 

なた の 方が 好く お分かり にな つて ゐる かも 知れ ませ 

ん。」 かう 云 ひ 掛けて、 主人 は 突然 不平ら しい 調子に な 

つた。 「わたしなん ぞ はもう 年が寄つ たし、 それに 余 



ま 

でせ う。 なにも それ を 真に 受ける に は 及びません。 一 

体なん だって 外国旅行なん ぞを 企てた のです。 あな 

た、 V つて、 それ を考 へて 御覧になる が 好い。 一体 その 

旅費 は どこから 出る のです。 あの 男 は 財産 はない ので 

すから ね ご 

「いや。 旅費 だけ は 貯金して ゐ たのです。 それにた つ 

た 三 ヶ月 間の 旅行です からね。 シュ ワイツへ 行く ので 

す。 ヰル ヘルム. テルの 故郷へ 行く のです ご 己 は 友達 

を 気の毒が る 心 持で 云った。 

「ヰル ヘルム • テルの 故郷に 行く のです ね。 ふん ご 

「それから ナポリへ 出て 春を迎 へようと 云 ふので した _ 



博物館 を 尋ねたり、 あっちの 風俗 を 調べたり、 変った 

動物 を 見たり しょうと 云 ふので すね ご 

「ふん。 動物です か。 どうも わたしの 察しる ところで 

は、 あれ は 高慢の 結果で 企てた のです ね。 動物なん て、 

どんな 動物 を 見る のでせ う。 ロシアに だって、 動物 は 

幾ら もゐ まさ あ。 それに 見せ物 も ある。 動物園 も ある。 

ぢき そば 

駱駝 もゐ る。 熊なん ぞ はぺェ テル ブルクの 直 傍に もゐ 

る。 余計な 事 を 思って、 とう/ \ 自分が 動物の 腹の 中 

へ 這 入った のです。 お負けに 鱷の 腹なん かに ご 

「どうぞ さう 仰 やらないで、 少し は 気の毒 だとお 思 ひ 

なすって 下さい。 あの 男 は 不為 合せに なった 今日、 平 



があります ね。 兎に角 鱷は その 男の 所有物です。 イワ 

ンは その 中へ、 持主の 許可 を 得ず して 入り込ん だと 云 

ふ ものです。 これが 反対の 場合 だと さう でも ありませ 

ん がね。 その ドイツ人が イワンの 持って ゐる鱷 の 中へ 

潜り込ん だの だと すれば、 場合が 違って 来ます。 勿論 

イワン は鱷 なん ぞは 持って ゐ なかった のです がね。 兎 

に 角鱷は 人の 所有物で すから、 それ を妄に 切り開け 

る 事 は 出来ません。 と 申す の は その 持主に 代価 を辨償 

せずに、 切り開け る 事 は 出来ない のです ご 

「併し 人命 を 助ける のです から ご 

「さやう。 W しそれ は 警察権に 関係し ます。 その 問題 



全国の 土地が 外人の 立てた 会社の 所有に なって ゐる以 

上 は、 借地料 は 幾らに でも 極められる。 さう なれば 百 

姓が 暮 して 行く に は、 今の 三倍 も 働かなくて はなら な 

い。 怠ければ、 いつでも 貸した 土地 を 取り上げる。 さ 

うなれば 百姓 だって 気を付けて、 従順になる。 勉強す 

る。 まあ、 今と 同じ 報酬で、 今の 三倍 は 働く 事になる _ 

今の 自治体に 対する 百姓の 考 はどう だ。 どうして ゐた 

おそれ 

つ て、 飢渴に 迫る 虞 はない と 見抜いて ゐ るから、 怠け 

る。 酒 を 飲む。 さて さう 云 ふ 風に して 諸国から 金が 這 

入って 来れば、 資本が 出来る。 中流社会が 出来る。 こ 

の 間 も イギリスの タイ ムス 新聞が、 ロシアの 財政 を 論 



為 様がない です。 考 へれば 考 へる 程む づ かしくな り ま 

すから ね ご 

この 時 己 はふと 思 ひ 付いた 事が あるので、 チモ フエ 

ィの詞 を 遮った。 「どうで せう。 かう する わけに は 行 

きますまい か。 兎に角 あの 男 は鱷の 腹の 中に ゐて、 そ 

の鱷の 寿命 は 中々 長いと 見なくて はなり ません から、 

あの 男の 名前で 願書 を 差 出して、 鱷の 腹の 中に ゐる年 

月 を 勤務 年月に 加算して お 貰 ひ 申す 事 は 出来ますまい 

ゝ o _ 

力 」 

「ふん。 さやう。 休暇と 見做して、 給料 は 払 はずに で 

すなご 



ことば そ へ 

「併し 兎に角 気の毒な わけです から、 ぉ詞添 だけ は 

願 ひたいので すが。 それから イワンが 申し ましたが、 

力る た 

骨牌の 時 あなたに 七ル ウベ ル 借用した 事が あります さ 

うで。 それ を 御 返済いた す やうに、 わたしに 申し まし 

二 vr o | 

た 力 」 

「さやう、 さやう。 それ は 先頃 ニキ フ オル • ニキ フォ 

オリ ツチ ュの 所で、 あの 男が 負けた のです。 上機嫌で、 

洒落 を 言ったり、 笑ったり して ゐ たのです が、 飛んだ 

事に なった ものです なご 主人 は 感動した 様子で ある。 

「そんなら どうぞお 詞添を ご 

「いや。 承知し ました。 まあ、 そっと 其 筋の 意図 を 捜 



いと 君の 云った の は、 全 然 無意義 でない と 云 ふ 事 だけ 

は 認めても 好い。 報告 をして 好い 事なら、 学問 上に も 

風俗 上に も、 幾ら も 新 事実 を 挙げる 事が 出来る よ。 併 

し 今にな つて 見る と、 事件が 意外な 方向に 発展して 来 

たから、 もう 俸給の 多寡なん ぞを 論じて は ゐられ ない _ 

まあ 注意して 聞いて くれ 給へ。 君、 腰 を 掛けて ゐ るか 

いご 

「いや。 僕 は 立って ゐ るので すご 

「そんなら どこか そこらへ 腰 を 掛け 給へ。 なんにもな 

し 力た 

いなら、 為 方がない から、 地の 上に でも 坐り 給へ。 そ 

して こっちの 云 ふ 事 を 注意して 聞き 給へ ご 



詰まり 新しい シャ アル . フゥ リエ ェが 世に出る と 云 ふ 

もの だ。 時に 君、 チモフェイに 七ルゥ ベル 返して くれ 

たかね ご 

「たしかに 返した から、 さう 思って くれ 給へ。 僕の ポ 

ケット から 返した から ご 自分の 銭で、 イワンの 借財 を 

返した と 云 ふ 事 を、 はっきり 聞かせる やうに、 己 は 答 

へた。 

イワン は 高慢な 声で 云った。 「それ は 今に 君に 返す 

よ。 いづれ 遠からず 俸給が 一等 だけ 上がる だら う。 か 

う 云 ふ 場合に 進級 させない やうで は、 誰 を 進級させる 

事 も 出来まい からな あ。 これから こっち は どの位 世間 



人 はこつ ちの 事し か 言 はない。 どうも これまで 何 かの 

機会が あったら、 人が こ つちの 噂 をす る やうに しょう 

と 思った が、 その 望が 叶はなかった。 詰まり 下級 官吏 

の 位置と 資格と に 縛せられ てゐ たの だ。 どうも 不思議 

だよ。 鱷 奴が 気まぐれに 呑んでくれ たので、 多年の 宿 

望が 一時に 達せられ たと 云 ふ もの だ。 何 かこの 口で 饒 

舌れば、 人が それ を 直ぐに 筆記す る。 その 内容 を 批評 

する。 人口に 膾炙す る。 印刷す る。 世間に 啓示して 

遣る の だ。 どれ だけの 才能 を 放棄して 置いて、 危く鱷 

まら わ L こ 

の 腸 に 葬って しま ふところで あつたと 云 ふ 事 を、 世 

間の 奴等が 理解す る だら う。 これ 程の 人物なら、 大臣 



手に なれば 韻文で 饒舌って 遣る。 貴 夫人が 相手に なれ 

ば 対話の 巧妙な 所と 興味の ある 所 を 見せ付けて 遣る。 

おそれ 

鱷の 腹の 中に ゐれ ば、 嫌疑 を 蒙る 虞 はない から、 十分 

伎倆 を 発揮す る 事が 出来る と 云 ふ もの だ。 普通の 人間 

に対して は、 模範に なって 遣る。 神の 摂理の 下に 意志 

を 屈する と 云 ふ 謙徳を 見せて 遣る。 妻 は 立派な 文藝家 

に 為 立て、 遣る。 そして その 作 を 公衆に 説明して 聞か 

せて 遣る。 こっちが 妻に して ゐる 以上 は 余程の 長所が 

なくて はならん。 世間で アンド レイ. アレクサ ン ドロ 

もっとも 

ヰ ツチ ュを ロシアの ド. ミュッセ ェ だと 云 ふの が 尤 

なら、 妻 は ロシアの ユウ ジェ ニイ. ッ ウル だと 云 はれ 



「それ はさう と 薬に しろ 食物に しろ、 君 はどうして 有 

ひるし よく 

リ 付く 事が 出来る ね。 け ふなん ぞも午 食 はした か 

ね ご 

「午 食なん ぞ はしない。 併し 僕 はちつ とも 腹 はへ つて 

ゐ ない。 多分 今後 もなん にも 食はなくて も 済み さう だ _ 

なにも それに 不思議 はない よ。 僕の 体が 鱷の 内部 を 全 

然 充実 させて ゐ るの だから、 それと 同時に 僕 自身 も 腹 

がへ ると 云 ふ 事 はない の だ。 鱷 だっても これから 先 餌 

を 遣る に は 及ぶまい。 詰ま リ鱷の 方で は 僕 を 呑んで ゐ 

て 満足して ゐ るし、 僕の 方で は 又鱷の 体から あらゆる 

滋養 を 取って ゐる わけ だね。 君 は 話に 聞いて ゐる かど 



からね。 そこで 僕の 懸念と 云 ふの は、 どうも この 服の 

地質が 千年 持たない だら うと 云 ふ の だ。 それが ロシア 

製の 下等 羅紗と 来て ゐ るから、 猶更 早く 朽ちて しま ふ 

かも 知れない。 そこで この 外部の 防禦 物が なくなって 

しま ふと、 如何に 意思 を 以て 反抗して 見ても、 とう/^ 

かな はなくな つて、 消化せられ てし まひ はすまい かと 

思 ふの だ。 まあ、 昼の 内 は 飽くまで 意志 を 緊張して、 

消化せられ ずに ゐる としても、 夜に なって 眠って ゐる 

内に 僕の 体が 馬 鈴藷ゃ 挽肉と 同 一 な 運命に 陥るまい も 

ので もない。 万一 さう 云 ふ 事が あるまい もので もない 

と 云 ふ 唯 それだけの 考が、 実に 不愉快 だよ。 これに 附 



い。 あんな 事 を 言 ふの は、 人に 誇る 為め に 出たら め を 

言 ふので は あるまい か。 事に 依ったら、 己 をへ こます 

為め に 言 ふ 気味 も あるか も 知れない。 併し イワン は 病 

気に 相違ない。 病人 は 大事に 取り扱って 遣らなくて は 

ならない。 かう は 思 ふ もの ゝ 正直 を 言へば 己 は 昔から 

イワンと 云 ふ 男 を 気に 食 はなく 思って ゐた。 己 は 子供 

の 時から、 この 男に 見くびられて、 余計な 世話ば かり 

焼かれて ゐた。 一 その 事 絶交して しま はう かと 思った 

事 は 何度 だか 知れない。 それでもとう/ \ 今まで 附き 

合って ゐ るが、 それに はいつ も 返報 をして 遣る 時期が 

来る かも 知れない と、 心の奥で 殆ど 無意識に 思って ゐ 



に 聞いて 置きたい のです が、 もし あの 鱷を買 ひ 取る も 

のが あったら、 幾ら 位で 手放して 下さる でせ うか ご 

己の この 問 を 発した の を、 鱷の 中に ゐる イワン も 聞 

いて、 己よりも 熱心に ドイツ人の 答 を 待って ゐる らし 

かった。 察する に イワンの 心で は、 ドイツ人に 余リ低 

い 価 を 要求して 貰 ひたく はなかった、 V らう。 兎に角 

己が 問 を 発した 跡で、 鱷の 腹の 中から、 豚のう なるや 

し はぶき 

うな、 一 種 特別な 謦咳が 聞え た。 

ドイツ人 は 己の 問に 答へ たくない 様子であった。 そ 

んな事 を 問うて 貰 ひたく はない と、 腹 を 立てたら しか 

ゆ えび き や つ 

つた。 顔が 堞 でた 鰕の やうに 赤くな つて、 彼奴 は 叫ん 



ドイツ人 は 十分 考 へたら しく、 とう/ \ かう 云った。 

「いや わたし は 薬 店から 薬 を 買って 鱷に 飲ませて、 死 

なない やうに します よご 

「薬が 利けば 好い が、 それ は 受け合 はれないで せう。 

それ はどうで も 好い として、 あなた は 警察 や 裁判所 か 

ら 彼此 言 はれる 事が あるか も 知れない。 そこ を考 へて 

見ました か。 早い話が あの 腹の 中に ゐる イワン 君に は、 

御 承知の 通り 法律上 立派な 細君が あります よ。 あの 細 

君が 法廷に 訴 へて 夫の 返却 を 請求したら どうです。 あ 

なた は 収入の 事ば かリ考 へて、 金 持になる 料簡で ゐる 

やうです が、 イワン 君の 細君に 償金 を 出す とか、 恩給 



を 仕 払 ふと か 云 ふ 事を考 へて 見ました かご 

ドイツ人 は きっぱり 答へ た。 「いや、 そんな 事は考 

へ てゐ ません ご 

、， は ゆる 

所謂お つ 母さんが 側から、 意地悪げ な 調子で 相槌 を 

打った。 

「そんな 事 を考へ て 溜まる もんです かご 

「さう でせ う。 さう して 見る と あなた 方の 考は 周到 だ 

と 云 はれますまい。 未来が どうなる か 分からな いのに、 

うか- (^として ゐ るより は、 今の 内に 一 度に 金 を 手に 

入れた 方が 好く はないで せう か。 金高 は 小さくても、 

確実に 手に入れる 事が 出来たら、 その 方が 好いで せう。 



横にな つてから つく- ^考 へて 見る と、 イワンが 己 

を 書記に 使 ふと 言った 時、 己 は それに 反対し なかった。 

さう して 見る と、 もう 書記になる 事 を 承諾した も 同じ 

事で ある。 これから 先毎晚 あの 見せ物 小屋へ 出掛けて 

行って、 あいつの 饒舌る 事 を 書く の だら うか。 その 苦 

み をす る 報に 何が あるかと 云 ふと、 唯 友人の 為め に尽 

すと 云 ふ 満足 を 感ずる だけの 事で ある。 己 は 腹が立つ 

て、 自分で 自分 を なぐりた くな つた。 実際 己 は ランプ 

を 吹き消して、 掛布団 を 掛けた 跡で 拳骨で 自分の 頭 や 

体中 を こっく 打った。 十分 打って しま ふと、 少し 気 

が 鎮まった ので、 己は寐 入った。 疲れ切って ゐ るので 



るら しく 見える。 

己の 這 入って 来たの を 見て、 気の 散って ゐる 様子で 

ま、 M 

微笑んで 云った。 「おや。 あなたで すか。 あなた 親切 

気のない 方ね。 まあ、 そこへ お掛けなさい。 そして コ 

オフ イイで もお 上がん なさい。 あなたき の ふ は どこへ 

入らつ しゃった の。 晚には どこに お出なさい ましたの。 

仮装 舞踏へ は 入らつ しゃらなかった のね ご 

「それで は あなた はきの ふ 仮装 舞踏に お出でし たか。 

一体 僕 は 舞踏会に は 行かない 流義 です。 それに ゆうべ 

は 俘 にな つて ゐる 人の 所に ゐ なくて はなら なか つた 

のです ご かう 云って 己 は 溜息 を衝 きながら、 面白くな 



い 表情 を し て 茶碗 を 受け取 つ た 。 

「どこです と。 誰の 所に 入らつ しゃった のです と。 俘 

になって ゐ ると は 誰の 手です の。 ああ、 さう さう。 あ 

の 人の 事です か。 何 をして ゐ ましたの。 退屈 だと 云つ 

てゐ ました か。 それ はさう とわたし あなたに 伺 ひたい 

事が あってよ。 どうで せう。 わたし 今の 身の上で 離婚 

の 訴訟 を 起す 事 は 出来な いでせ うか。 」 

「離婚です と ご かう 云った 己の 手から は 茶碗が あぶ 

ひげく ろめ 

なく 落る 所であった。 そして 腹の 中で は 「あの 髭 黒奴 

がそん な考を 出させる の だな」 と 思 つ て 胸 を 悪く した _ 

髭 黒と 云 ふ 男が ある。 八字髭が 黒い から、 己が さう 



べつに あなた をつ ねって ゐ てよ。 ようご ざいます か。 

を か 

お ほ ゝゝご 余程 可笑しい と 見えて、 細君 は 体 を 前へ 乗 

り 出して 笑って ゐ たが、 とう/ \ 目から 涙が 出た。 

こま 

その 細君の 笑って 涙 を飜す 様子が 如何にも 可哀 らし 

かった ので、 己 は 我慢が 出来 なくなって、 細君の 小さ 

い 手 を 握って、 手の甲に 接吻した。 

細君 は 別に 厭が る 様子 もな く、 接吻 させて ゐ たが、 

つま 

しま ひに 和睦の 印と でも 云 ふわけ か、 己の 耳 を 指で 撮 

んで 引っ張った。 

己 は 妻 君の 機嫌の 直った の を 見て きの ふ イワンの 話 

した 将来の 計画 を 委しく 話し 出した。 立派な 夜会 を 開 



て も、 それ は 駄目です わご 

「それ はさう と、 僕 は 忘れて ゐた 事が あります。 きの 

ふ チモフェイさん は あなたの 所へ 来 やしません かご 

「え、 え、。 参り ましたの。 わたし を 慰めて くれる の 

だと 云って、 参り ましたの。 そして 長い間 トランプ を 

して 帰りました わ。 あの方が 負ける と ボン/ \ 入 をく 

れ ますの。 わたしが 負ける と 手に キス を させて 上げ ま 

すの。 可笑し いぢゃありません か。 も 少しで 一し よに 

舞踏会へ 来る 所でした の。 可笑し いぢゃありません か 

ねえ ご 

「それ は あなたに 迷 はされ たのです。 誰 だって あなた 



ま をん な 

に 迷 はされ ない ものはありません。 あなた は 魔女です 

ね ご 

「またお 世辞 を 仰 やる のね。 わたし 為 返し をして よ。 

お帰りになる 前につ ねって 上げます わ。 痛い 事よ。 そ 

れ からなん でした つけ。 さう さう。 あの 宅が きの ふい 

ろく わたしの 事 を 申しました のです つて ご 

「なに、 そんなに いろ/^ な 事 は 言 はれませんでした _ 

わたしの 見た所で は、 イワン 君 はお もに 人類 一般の 運 

命と 云 ふやうな 事 を考へ てゐ るので すご 

「さう。 そんな 事 を 幾らでも 考へ るの が 好う ございま 

す。 もう 伺 はなく つても 沢山。 いづれ ひどく 退 屈して 



公衆に 示す 事と なり 居る 鱷を 見る や 否や、 鱷の 持主の 

承諾 を も 経ず、 即座に その 鱷を食 ひ 始めたり。 初めは 

生きながら 鱷の 体の 柔 かき 所 を 選びて、 ナイフに て 切 

り 取り、 漸次に 食 ひて、 終に 鱷の 全体 を 食ひ尽 したり。 

想 ふに 某氏 は猶 飽かずして 見せ物 師をも 食 はんとした 

たしな たしな 

るな らん。 何と なれば 鱷を嗜 む 〔# 「嗜 む」 は 底本で 

は 「嗜む 匕 もの は 人肉 をも嗜 まざる 理由なければ なり。 

元来 鱷の 旨味 ある は、 既に 数年 前より 外国の 料理 通の 

賞賛す る 所 なれば、 吾人と 雖鱷を 食 ふ 事 を 排斥す ベ き 

にあらず。 否、 吾人 はこの 旨味 ある 新 食品の 愈々 盛ん 

に 我国に 輸入 せられん 事 を 希望して 息まざる ものな り。 



己 は ど んな 事が 書 いてあって も 驚かな い 積り で 読ん 

だの だが、 この 文章に は少 からず 驚いた。 己の 右左に 

ゐる 役人に は、 意見 を 交換す るに 適当な 人物が ゐ ない 

ので、 己 は 向 側に 坐って ゐる プロ ホル. サヰ ツチ ュの 

方 を 見た。 ところが プロ ホルの 顔 は 余程 前から 己の 様 

子を視 つて ゐ たと 見えて、 手に はヲ ロス 新聞 を 持って 

ゐて、 己の が 済んだら 取換て 見ようと して ゐる。 己に 

顔 を 見られる と、 プロ ホル は 黙って リ ストック 新聞 を 

受け取って、 代りに ヲ ロス 新聞 を 渡した が、 渡す 時 指 

さき 

の 尖で 或る 記事 を 押へ て、 そこ を 読めと 云 ふ 意味 を 知 

らせ たので ある。 プロ ホル は 一 体 妙な 男で、 平生 



口内に 闖入せ り。 鱷は その 儘 彼の 人物 を 口内に 置く 時 

は 窒息すべき を 以て、 自営 上 止むを得ず 彼の 人物 を 

嚥 下せり。 然るに 彼の 氏名 未詳の 人物 は 鱷の胃 中に 入 

りて こゝに 住居 を 卜し、 鱷の 持主の 嘆願 を容れ ず、 

数多の 不幸なる 家族の 悲鳴 を 省ず、 鱷の胃 中に 滞留せ 

り。 警察の 力 を 借りて 退去 を 命ぜん と 威嚇す る もの あ 

りしが、 該 人物 は 依然 聴許せ ず。 鱷の胃 中より は 笑声 

洩れ 聞え、 又 鱷の腹 を 切開 せんと 脅迫す るに 至る。 憫 

むべき 鱷は斯 の 如き 長大なる 物 を 呑みた る 為め 頻に落 

こげん まね だつ たんじん 

涙し をれ リ。 我国の 古諺に 曰く。 速かざる 客 は 韃靼人 

よりも HI まると。 鱷は縦 令 落涙す とも、 胃 中の 寄 住 者 



廉価に して 美麗に 且 便利なる 借家 少 からず。 ネヮ 河水 

を 鉄管に て 引きた る 上水 あり。 瓦斯 燈の 装置 あり。 そ 

の 完全なる 物に 至って は 門衛 を も {豕 主の 支辨 にて 雇 ひ 

入れ あるに あらず や。 吾人 は 最期に 読者 の 注意 を 乞 は 

んと 欲する 一 事 あり。 即ち 動物 虐待の 問題 これな り。 

彼の 肥 胖漢を 消化す る は鱷の 為め に は 非常に 困難なる 

べき 事 論な し。 鱷は 長大なる 物 を 腹中に 貯へ、 寸 毫も 

いま S さ 

身 を 動かす こと 能 はずして 盤 中に 横り、 今将に 悶死せ 

ん とすと 云 ふ。 西欧諸国に 於て は 動物 虐待 者 は 一 々法 

律 上 処罰 せらる ゝ ものな り。 独り 我が 同胞 は 既に 瓦斯 

燈を 設け、 人道 車道 を 区別し、 新式の 家屋 を 建設す と 
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